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第２四半期連結業績予想値と実績値との差異及び通期連結業績予想の修正、 

並びに配当予想の修正に関するお知らせ 

 

2022 年 5 月 12 日に公表しました 2023 年 3 月期第 2 四半期累計期間の連結業績予想値と本日公表の実績

値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、2023 年 3 月期通期連結業績予想並びに

配当予想を下記の通り修正しましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023 年 3 月期第 2 四半期連結業績予想値と実績値の差異（2022 年 4 月 1 日～2022 年 9 月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

23,200 

百万円 

290 

百万円 

400 

百万円 

265 

円 銭 

13.54 

今回発表業績（B） 24,906 602 761 498 25.45 

増減額（B-A） 1,706 312 361 233  

増減率（％） 7.4 107.6 90.3 87.9  

（ご参考）前期実績 

（2022 年 3 月期第 2 四半期） 
22,538 219 463 374 19.16 

 

２．差異が生じた理由 

コロナ禍への注意は引き続き必要でしたが、行動制限がなくなり、学校体育やクラブ活動等の制限緩和に

より営業活動が正常化し、競技スポーツ用品の出荷が好調でした。特にコロナ禍の影響が大きかった室内ス

ポーツの卓球用品やバドミントン用品が大きく回復し、競技アパレル、ウォーキングシューズ・スニーカー等の

フットウェア需要も回復し、従来から好調を維持するアウトドア用品と合わせ、売上高は当初の予想を上回る

こととなりました。製造部門においては、原材料価格の高騰や円安による原価率上昇により減益となりました

が、卸売部門で上記のとおり競技スポーツ用品を中心に当初予想を上回る増収により、営業利益は当初の

予想を大きく上回ることとなりました。経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益は、営業利益が増益と

なったことにより、当初の予想を上回ることとなりました。 

  



 

３．2023 年 3 月期の通期連結業績予想値と実績値の差異（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

46,000 

百万円 

550 

百万円 

700 

百万円 

460 

円 銭 

23.50 

今回発表業績（B） 48,000 800 1,000 700 35.76 

増減額（B-A） 2,000 250 300 240  

増減率（％） 4.3 45.5 42.9 52.2  

（ご参考）前期実績 

（2022 年 3 月期） 
44,762 491 885 723 36.94 

 

４．修正の理由 

第３四半期累計期間以降も事前受注残高から、野球・サッカー・ラケットスポーツ等の競技スポーツ用品の

出荷が引き続き好調の見込みであることと、米ドル円為替相場も安定し、製造部門の原価率上昇に歯止めが

かかる見通しであること等により、通期の業績の見通しにつきましては、第２四半期累計期間の業績も踏まえ、

売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益修正することといたしました。 

 

５．配当予想の修正 

 2023 年 3 月期（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日）配当予想の修正 

 年間配当金 

基準日 第 2 四半期末 期末 合計 

前回予想 

（2022 年 5 月 12 日公表） 
― ５円００銭 ５円００銭 

今回修正予想 ― ８円００銭 ８円００銭 

当期実績 ０円００銭 ― ― 

前回実績 

（2022 年 3 月期） 
０円００銭 ５円００銭 ５円００銭 

 

６．配当予想修正の理由 

当社は、適正な利潤を確保した上で、株主に対する利益還元を経営の重要課題の一つと考えており、企

業体質、体力強化のため内部留保を図りながら業績に裏付けられた成果配分を行うとともに、安定した配当

を継続していくことを基本方針としております。 

当期の配当金につきましては、第２四半期累計期間までの業績を勘案し、従来公表しておりました１株当

たり普通配当金２円のほか、株主の皆様への利益還元として特別配当金１株当たり３円を増配し、１株当たり

６円とし、合計１株当たり８円といたします。 

 

注． 上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提基づいており、そ

の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は今後様々な要因によって大

きく異なる可能性があります。 

以上 

 


